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（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

25年１月期第３四半期 4,125 9.9 △46 ― △35 ― △58 ―

24年１月期第３四半期 3,754 △29.4 △25 ― △32 ― △69 ―

△49 － △60 －

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり

四半期純利益

円 銭 円 銭

25年１月期第３四半期 △4,144.84 ―

24年１月期第３四半期 △5,896.70 ―

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

25年１月期第３四半期 1,624 749 42.8

24年１月期 1,477 798 51.0

（参考）自己資本 25年１月期第３四半期 695百万円 24年１月期 753百万円

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

24年１月期 ― 0.00 ― 0.00 0.00

25年１月期 ― 0.00 ―

25年１月期

（予想）
0.00 0.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無： 無

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 5,464 13.7 35 ― 18 ― 1 ― 85.35

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無： 無



※ 注記事項

新規 ― 社 （社名） 、除外 ― 社 （社名）

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

（４）発行済株式数（普通株式）

※ 四半期レビュー手続の実施状況に関する表示

この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商

品取引法に基づく四半期連結財務諸表のレビュー手続は終了していません。

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基

づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっ

ての注意事項等については、（添付資料）２ページ「連結業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動
： 無

（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 有

④ 修正再表示 ： 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 25年１月期３Ｑ 14,206株 24年１月期 14,206株

② 期末自己株式数 25年１月期３Ｑ －株 24年１月期 －株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 25年１月期３Ｑ 14,206株 24年１月期３Ｑ 11,787株



○添付資料の目次

１．当四半期決算に関する定性的情報 …………………………………………………………………………………… 2

（１）連結経営成績に関する定性的情報 ……………………………………………………………………………… 2

（２）連結財政状態に関する定性的情報 ……………………………………………………………………………… 2

（３）連結業績予想に関する定性的情報 ……………………………………………………………………………… 3

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項 …………………………………………………………………………… 4

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 ………………………………………………………… 4

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ………………………………………………………… 4

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 ……………………………………………………… 4

（４）追加情報 …………………………………………………………………………………………………………… 4

３．継続企業の前提に関する重要事象等 ………………………………………………………………………………… 4

４．四半期連結財務諸表 …………………………………………………………………………………………………… 5

（１）四半期連結貸借対照表 …………………………………………………………………………………………… 5

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書 ……………………………………………………… 7

四半期連結損益計算書

第３四半期連結累計期間 ……………………………………………………………………………………… 7

四半期連結包括利益計算書

第３四半期連結累計期間 ……………………………………………………………………………………… 8

（３）継続企業の前提に関する注記 …………………………………………………………………………………… 9

（４）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記 …………………………………………………………… 9

（５）セグメント情報等 ………………………………………………………………………………………………… 9

ミネルヴァ・ホールディングス㈱ (3090)　平成25年１月期　第３四半期決算短信

－1－



（１）連結経営成績に関する定性的情報

当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、第２四半期連結累計期間に引き続き、東日本大震災の復興に

伴う需要により、景気が緩やかに回復傾向にあるものの、欧州金融問題や長引く円高の影響などにより、依然、先

行きが不透明な状況が続いております。当社グループが属する小売業界におけるＥコマース市場は、スマートフォ

ンの急速な普及等による消費スタイルの変化によって、価格競争に加え、新たなサービス競争が激しさを増してお

ります。

このような厳しい経営環境において、当社グループは、黒字転換を喫緊の課題として、平成24年３月16日に中期

経営計画を策定致しました。この計画を着実に実行することで、黒字転換のみならず、継続的な利益体質基盤の確

立に努めてまいります。

なお、当第３四半期連結累計期間より日本国内における優先的販売権を有するオキシレングループのＰＢ商品の

積極的な拡大販売を行うことで、売上高の伸長と利益確保を目指していたものの、中国ルートによるオキシレング

ループのＰＢ商品の供給が、昨今の日中関係及び法令上の問題により遅延したため、現在、中国以外の新たな物流

ルートを早急に確立すべく取り組んでおります。

以上の結果、中期経営計画に則った戦略を開始しているものの、安定的な利益確保に寄与すると見込んでいたオ

キシレングループのＰＢ商品の供給の遅れにより、当第３四半期連結累計期間における連結業績は、売上高

千円（前年同期比 ％増）、営業損失は 千円（前年同期は、 千円の営業損失）、経常損失

は 千円（前年同期は、 千円の経常損失）、四半期純損失は 千円（前年同期は、 千円の四

半期純損失）となりました。

なお、セグメント別の状況は次のとおりであります。

① Ｅコマース事業

Ｅコマース事業は、過去３年の販売実績から、売筋商品を一商品レベルまで落とし込んだ徹底的な在庫管理を

仕入先様との連携により行っていること、また同時に送料無料キャンペーンやクーポン施策、シークレットセー

ル等の営業施策を適宜実施することで、売上高を拡大してまいりました。

以上の結果、当第３四半期連結累計期間におけるＥコマース事業の売上高は、 千円（前年同期比

％増）となりました。

② ＥＣソリューション事業

ＥＣソリューション事業は、当社連結子会社ナチュラム・イーコマース株式会社において培ったノウハウ等を

活かし、「ジェネシスＥＣセンター」として、他ＥＣ小売事業者とのバックヤード業務のシェアを通じた生産性

向上やコスト削減を図ることで、競合他社との差別化に繋がる良質なサービス提供の実現に努めております。こ

の一環として、平成24年３月10日、ジェネシスＥＣによる物流事業の自社運営を実現し、Ｅコマース事業におけ

る物流変動費削減に寄与しております。

以上の結果、当第３四半期連結累計期間におけるＥＣソリューション事業の売上高は、 千円（前年同

期比 ％増）となりました。

なお、平成24年７月31日に、当社連結子会社であるジェネシス・イーシー株式会社が保有していたＡＳＰ事業

の会社分割決議を行い、平成24年11月29日に完了いたしました。分社化により、ＳＮＳ等による消費者のライフ

スタイルの変化に適応したサービスの提供やセキュリティの強化等に適応が可能となり、既存顧客に対して新た

な付加価値を提供することが可能となり、ＡＳＰ事業の更なる発展を見込んでおります。

また、大阪府下ほぼ全域における当日受注当日配送のサービスを11月から本格的に開始すべく、サービス強化

にも積極的に取り組んでおります。

上記文中における将来に関する事項については、当四半期報告書提出日現在において判断したものでありま

す。

（２）連結財政状態に関する定性的情報

当第３四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末比 千円増加し、 千円となりまし

た。これは主に、売掛金、商品及び製品の増加によるものであります。

負債は、前連結会計年度末比 千円増加し、 千円となりました。これは主に、買掛金の増加による

ものであります。

純資産は、前連結会計年度末比 千円減少し、 千円となりました。これは為替換算調整勘定、少数

株主持分が増加したものの、四半期純損失 千円を計上したためであります。

１．当四半期決算に関する定性的情報

4,125,426 9.9 46,647 25,682

35,683 32,973 58,881 69,506

3,828,609 9.0

296,816

22.7

146,510 1,624,196

195,559 874,346

49,049 749,850

58,881
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（３）連結業績予想に関する定性的情報

平成25年１月期の通期業績予想につきましては、平成24年３月16日に「平成24年１月期 決算短信」において発

表いたしました業績予想から変更はございません。

なお、実際の業績等は、経済情勢・経営環境・顧客の嗜好の変化・天候などの影響により大きく異なる可能性が

あります。事業等のリスクについては、平成24年３月16日に発表いたしました「平成24年１月期 決算短信」に記

載されておりますのでご参照ください。
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（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

該当事項はありません。

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

税金費用については、当第３四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適

用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純損失に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

（会計上の見積りの変更）

当初の移転予定時期よりも著しく早期に本社移転を決議したことにより、本社の不動産賃借契約に伴う原状回復

義務として計上していた資産除去債務について、より精緻な見積りが可能になったため、見積額の変更を行ってお

ります。なお、当該資産除去債務に関しては、資産除去債務の負債計上に代えて、建物賃貸借契約に関する敷金の

回収が最終的に見込めないと認められる金額を合理的に見積り、そのうち当期の負担に属する金額を費用に計上す

る方法によっております。

これにより、従来の方法に比べて、当第３四半期連結累計期間の税金等調整前四半期純損失は 千円増加して

おります。

（４）追加情報

（会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計基準等の適用）

第１四半期連結会計期間の期首以後に行われる会計上の変更及び過去の誤謬の訂正より、「会計上の変更及び誤

謬の訂正に関する会計基準」（企業会計基準第24号 平成21年12月４日）及び「会計上の変更及び誤謬の訂正に関

する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第24号 平成21年12月４日）を適用しております。

当第３四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

又、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

なお、当社グループは、当第３四半期連結累計期間において、 千円の営業損失、 千円の経常損失、

千円の四半期純損失を計上しております。このような状況により、前連結会計年度に引き続き、継続企業の前

提に重要な疑義を生じさせるような事象又は状況（「重要事象等」）が存在しておりますが、当社グループは、当該

重要事象等を解消し、又は改善するための対応策を策定、実行することにより、継続企業の前提に関する重要な不確

実性は認められないものと判断しております。

① オキシレングループとの業務及び資本提携

当社は、平成23年６月14日にオキシレングループと業務資本提携に関する契約を締結し、オキシレングループ

が取扱うパッションブランド商品の日本国内における優先的販売権を取得するとともに、平成23年７月６日にオ

キシレングループ傘下の投資会社SOPARJA S.P.R.L（ソパージャ エス ピー アール エル）を引受先とする新株

発行増資により 千円の資金調達を行いました。優先的販売権を取得したこれら商品は、当社取扱いの他

商品に比較して売上総利益率が高く、同様に利益率が高いＰＢ商品の開発と併せ、利益率の高い商品のラインナ

ップを揃えて大量販売することで、当社の売上高及び利益率向上に貢献できるものと考えております。当社は、

今後、かかる優先的販売権を基盤とするオキシレングループとの業務提携の強化によって、当社の財務基盤を安

定させ、今後の成長及び企業価値向上を図ります。

② 経費の抑制

ＡＰＳＭ（自動適正在庫管理システム）の継続的な改善を行う他、在庫水準や仕入量の見直し等を行うための

プロジェクトチームを組成し、当社グループの売上高に占める物流比率の改善を図っております。なお、物流費

全体に関する経費の抑制策の一環として、平成24年３月10日に、物流事業の自社化を開始いたしました。今後、

物流システムの継続的な利便性の改善及び物流管理体制の強化を通じて、物流費全体の経費の抑制を図ってまい

ります。又、物流費のみならず人件費等、諸経費全般に亘った削減を当社グループ全社的に実施してまいりま

す。

③ 資金繰りについて

上記施策が発現するに至るまでのより安定的な資金運営のために、平成22年10月29日に金融機関より返済期日

を平成25年10月31日とする 千円の融資を受けております。

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

350

３．継続企業の前提に関する重要事象等

46,647 35,683

58,881

309,961

150,000
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４．四半期連結財務諸表
（１）四半期連結貸借対照表

（単位：千円）

前連結会計年度
(平成24年１月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成24年10月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 484,746 359,248

売掛金 233,603 368,572

有価証券 － 25,276

商品及び製品 479,058 595,114

原材料及び貯蔵品 3,140 2,004

繰延税金資産 796 811

その他 78,236 73,961

貸倒引当金 △167 △151

流動資産合計 1,279,414 1,424,836

固定資産

有形固定資産

有形固定資産合計 55,478 54,564

無形固定資産

無形固定資産合計 103,289 78,458

投資その他の資産

投資有価証券 822 2,045

繰延税金資産 171 171

その他 38,667 64,120

貸倒引当金 △156 －

投資その他の資産合計 39,504 66,336

固定資産合計 198,272 199,359

資産合計 1,477,686 1,624,196

負債の部

流動負債

買掛金 177,398 372,176

短期借入金 150,000 200,000

1年内返済予定の長期借入金 66,276 66,300

未払法人税等 8,894 9,055

賞与引当金 6,691 10,018

ポイント引当金 35,405 41,471

その他 91,313 88,733

流動負債合計 535,980 787,755

固定負債

長期借入金 102,570 52,839

資産除去債務 2,987 3,006

繰延税金負債 5,436 6,860

その他 31,812 23,885

固定負債合計 142,805 86,591

負債合計 678,786 874,346
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（単位：千円）

前連結会計年度
(平成24年１月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成24年10月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 757,718 757,718

資本剰余金 312,471 －

利益剰余金 △316,591 △63,001

株主資本合計 753,598 694,716

その他の包括利益累計額

為替換算調整勘定 309 785

その他の包括利益累計額合計 309 785

少数株主持分 44,992 54,348

純資産合計 798,900 749,850

負債純資産合計 1,477,686 1,624,196
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書
（四半期連結損益計算書）
（第３四半期連結累計期間）

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自 平成23年２月１日
至 平成23年10月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成24年２月１日
至 平成24年10月31日)

売上高 3,754,402 4,125,426

売上原価 2,676,607 2,979,454

売上総利益 1,077,795 1,145,971

販売費及び一般管理費 1,103,478 1,192,619

営業損失（△） △25,682 △46,647

営業外収益

受取利息 364 602

為替差益 248 －

補助金収入 1,029 9,422

たな卸資産処分益 － 6,000

その他 1,051 1,405

営業外収益合計 2,693 17,431

営業外費用

支払利息 6,002 3,685

持分法による投資損失 － 776

株式交付費 3,773 －

為替差損 － 1,612

その他 208 392

営業外費用合計 9,984 6,466

経常損失（△） △32,973 △35,683

特別利益

移転費用引当金戻入額 59 －

特別利益合計 59 －

特別損失

固定資産除却損 － 1,294

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 93 －

事業譲渡損 3,486 －

過年度損益修正損 1,006 －

本社移転費用 － 3,257

特別損失合計 4,586 4,551

税金等調整前四半期純損失（△） △37,500 △40,234

法人税等 20,952 9,361

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △58,452 △49,596

少数株主利益 11,053 9,285

四半期純損失（△） △69,506 △58,881
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（四半期連結包括利益計算書）
（第３四半期連結累計期間）

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自 平成23年２月１日
至 平成23年10月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成24年２月１日
至 平成24年10月31日)

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △58,452 △49,596

その他の包括利益

為替換算調整勘定 △1,839 546

その他の包括利益合計 △1,839 546

四半期包括利益 △60,292 △49,049

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △70,684 △58,404

少数株主に係る四半期包括利益 10,392 9,355
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該当事項はありません。

当第３四半期連結会計期間末の株主資本の金額は、前連結会計年度末に比較して著しい変動はありませんが、平

成24年４月27日開催の定時株主総会決議に基づき、資本準備金 千円を減少し、その他資本剰余金に振り替

えるとともにその他資本剰余金 千円を繰越利益剰余金に振り替え、欠損をてん補いたしました。

この結果、当第３四半期連結累計期間において資本剰余金が 千円減少し、利益剰余金が 千円増加

いたしました。

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間（自 平成23年２月１日 至 平成23年10月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：千円）

（注）１ セグメント利益又は損失（△）の調整額には、各報告セグメントに配分していない全社費用

千円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない持株会社運営

に係る費用であります。

２ セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。

Ⅱ 当第３四半期連結累計期間（自 平成24年２月１日 至 平成24年10月31日）

１. 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：千円）

（注）１ セグメント利益又は損失（△）の調整額には、各報告セグメントに配分していない全社費用

千円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない持株会社運営

に係る費用であります。

２ セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。

２. 報告セグメントの変更等に関する事項

Ｅコマース事業セグメントの主要製品のうち、ホビー商品については、平成24年１月末をもって撤退い

たしました。

（３）継続企業の前提に関する注記

（４）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記

312,471

312,471

312,471 312,471

（５）セグメント情報等

報告セグメント
調整額

（注）１

四半期連結損益
計算書計上額

（注）２Ｅコマース事業
ＥＣソリューシ
ョン事業

計

売上高

(1）外部顧客への売上高 3,512,525 241,876 3,754,402 － 3,754,402

(2）セグメント間の内部売上

高又は振替高
－ 451,924 451,924 △451,924 －

計 3,512,525 693,801 4,206,326 △451,924 3,754,402

セグメント利益又は損失

（△）
134,243 53,523 187,767 △213,450 △25,682

△213,450

報告セグメント
調整額

（注）１

四半期連結損益
計算書計上額

（注）２Ｅコマース事業
ＥＣソリューシ
ョン事業

計

売上高

(1）外部顧客への売上高 3,828,609 296,816 4,125,426 － 4,125,426

(2）セグメント間の内部売上

高又は振替高
－ 441,377 441,377 △441,377 －

計 3,828,609 738,194 4,566,804 △441,377 4,125,426

セグメント利益又は損失

（△）
116,053 35,940 151,993 △198,641 △46,647

△198,641
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